
- 1 - 
 

パブリック・コメントの結果の公表について 

令和４年１０月２４日 

玉名市建設部都市整備課 

政策案の名称：玉名都市計画道路の見直しについて 

募集期間  ：令和４年８月８日から令和４年９月９日まで 

 

 この度は意見募集を行った上記の案件につきましてご意見をいただき、誠にありがとうございました。お寄せいただいたご意見の概要、意見に対する市

の考え方、政策案の修正内容につきまして、下記のとおり公表いたします。 

 

番号 ご意見の概要 意見に対する市の考え方 政策案の修正内容 

1 都市計画道路の見直しについて、社会情勢の変化に対

応した素案を取りまとめられており、「第 2次玉名市総合

計画」及び「第 2期玉名市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」と一体的に、人口減少対策、地方創生にも取り組んで

おられることに共感し、その推進と実現に大きく期待し

ます。 

 

都市計画道路の見直しに対してご理解とご期待の声を

いただき、ありがとうございます。今後とも住みやすい玉

名市を目指して計画を進めて参ります。 

修正なし 

2 今回の廃止の理由に「臨海工業都市としての計画が停

滞し、交通輸送機能を確保する機能・役割といった必要性

が低下したから」とあります。市街地内の路線がこれらの

交通輸送機能を確保するためだけの計画道路だったとは

思えません。臨海工業地帯の計画の停滞が理由とするに

は時間がたちすぎていると感じます。平成 19 年度の見直

しではどのように評価されていたのでしょうか。計画決

定から 47 年、59 年、71 年経過と塩漬けの路線は、以前

の見直しで検討、廃止すべきであったと考えます。 

 

当時は臨海工業地帯の建設の中で、本市においても宅

地造成等が図られ、市街地の交通の円滑化を図る必要が

あると考えられておりました。建設計画の停滞に伴い、こ

れらの必要性も薄れたと判断しております。理由書に宅

地造成の件の記載が漏れておりましたので修正いたしま

す。 

 平成19年の見直しの際にも今回と同じ検討を実施して

おりますが、当時は現在と異なり、将来交通量が見込まれ

ていたことなどから、整備が必要であるとの判断をし、存

続路線としておりました。その後、国道 208 号バイパス

や立願寺横町線が整備されたことにより、市内の道路ネ

ットワークが改善されました。これらの要因などから、今

回の見直しでは既存道路による道路機能の代替が可能と

なったと判断し廃止としております。 

 

廃止理由の一文を、「臨海工

業都市発展のための交通輸

送を目的とした都市基盤施

設として計画された路線」

から「臨海工業都市発展の

ため、これに適応する宅地

造成と交通の円滑化を目的

とした都市基盤施設として

計画された路線」に修正す

る。 
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番号 ご意見の概要 意見に対する市の考え方 政策案の修正内容 

3 道路の持つ機能は交通輸送機能だけでなく、災害時の

防災機能や土地利用を促進する機能などもあります。今

回の見直しでは、自動車の通過交通量だけで路線の機能

や必要性を論じているように感じます。単に廃止とする

のではなく、市街地の街路整備として、市街地形成機能、

空間機能を重視して、計画幅員を狭くしたり、狭い既存道

路を少し整備してやってもいいと思います。特に玉名町

小学校の近くにある 3・5・6 後田横町線については、既

存道路（別紙図３を参照）が狭く歩道もなく、車両の離合

もままならない状態です。通学路として利用されていま

すが、歩行者や生活する人々が危険にさらされています。

都市計画道路を廃止した後の歩道整備や道路拡幅の計画

はあるのでしょうか。 

廃止路線の検討の中で、まちづくりや歩行者への影響

については、ステップ 2の「都市活動への支援」や「生活

環境を向上」の中で検討しております。ステップ 3 では

道路を廃止した場合の周辺環境への影響を検討しており

ます。 

今回廃止の路線につきましては、既存道路や計画道路

により道路機能が代替されると判断し、廃止路線とさせ

ていただきました。 

なお、街中の区画道路につきましては、生活道路として

今後も継続的に整備修繕を行って参ります。このなかで、

4ｍ未満の狭小道路につきましては、地権者からの要望に

応じ、市が助成を行いながら道路を広げる取り組みも行

っております。今後、この取り組みを拡充し、地権者の合

意に基づきながら歩行空間を確保する制度の確立を目指

し検討して参ります。 

 

 

 

修正なし 

4 3.4.13 高瀬大橋中線の廃止区間の代替路として、存続区

間の起点交差部から小浜繁根木線と玉名駅下町線を経由

し、旧市役所跡地の横を通り県道寺田岱明線（旧国道 208

号）まで接続する区間（別紙参考図４を参照）を都市計画

道路とし、右折車線の設置や歩道の整備を検討できない

でしょうか。繁根木川沿いの旧市役所の横の道路が頻繁

に渋滞が発生しています。当該地には行政機関の施設や

市民施設も集約しており、周辺地域からの交通の利便性

や、歩道整備による繁根木川の水辺空間や都市景観の向

上が図られると思います。 

 

 

 

ご指摘いただいた路線につきましては、以前から渋滞

緩和についてご要望をいただいていた区間でございます

ので、新規路線とともに継続して検討して参ります。 

修正なし 
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番号 ご意見の概要 意見に対する市の考え方 政策案の修正内容 

5 高瀬大橋中線の専修大学玉名高校付近から岱明玉名線

までの区間（別紙図５を参照）については都市計画道路とし

て延伸されないのでしょうか。 

 

玉名市では廃止路線の検討とともに将来を見据えた道路

ネットワークを構築するため、新規路線の検討にも着手

しております。ご指摘いただいた路線につきましても、新

規路線とともに検討して参ります。 

 

修正なし 

6 3・5・5号前田東線は未整備であり、3・5・9号玉名駅

下町線の吉田外科医院付近から繁根木川錦橋の区間は旧

態依然の道路であり未整備区間となっています。これら

の路線は今回の見直しで存続となっていますが、将来の

見直し時に廃止対象とならないよう、存続路線が順次着

手されることを期待します。（別紙図６を参照） 

 

今回の見直しで存続となった路線につきましては、本

市の他の政策等と照らし合わせながら、優先順位を設け、

順次整備を進めて参ります。 

修正なし 

7 玉名市は、市街地を通過して中山間を結ぶ路線や市街地を

南北方向への通過・迂回する交通機能が脆弱ですので、市

の都市計画道路を検討する場合には、その周辺域も考慮し、

既存または整備予定の県道玉名立花線等主要幹線道路も

併せて記載した計画図で広域幹線道路、あるいは接続の検

討を示すことも必要だと思います。将来の玉名市のまちづくり

計画にもっと重点を置き、地域内外の暮らし、経済の交通網

やまちづくり視点の空間づくりに夢を描かれることを望みま

す。 

今回の見直しの資料では、廃止路線を見やすくするた

め、玉名市街地を拡大した図面を用いております。ただ

し、検討段階では、玉名市内外の道路網を含めて必要性の

評価を行っており、特にステップ 2 では、広域的なネッ

トワーク図を作成し（別紙図７を参照）、県全域における

広域交通処理機能やインターへのアクセス機能等を広域

的な視点で評価しております。 

今後も、玉名市の上位関連計画等と連携をとりながら、

市民の皆様が安心安全に暮らせる住みやすい玉名市を目

指してまちづくりを進めて参ります。 

 

修正なし 
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別紙図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙図４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙図５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙図６ 
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別紙図７ 
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